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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年2月1日(2018.2.1)

【公開番号】特開2017-189631(P2017-189631A)
【公開日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【年通号数】公開・登録公報2017-040
【出願番号】特願2017-121324(P2017-121324)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３７　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３５２Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月15日(2017.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機外部に設けられる外部装置が記憶媒体に記憶された有価価値情報を読み込んで、
その読み込んだ有価価値情報に対応して遊技機に対して出力される遊技媒体の貸出を遊技
機に要求する貸出要求信号に従って遊技媒体を払い出す払出手段を有する遊技機において
、
　前記外部装置が読み込んだ記憶媒体の有価価値情報に基づいて遊技機に対して出力する
外部信号を受信する外部信号受信手段と、
　その外部信号受信手段に出力される外部信号の情報に基づいて、前記有価価値情報を判
別する有価価値情報判別手段と、
　前記遊技媒体を使用して遊技が実行されている状態であるかを判別する遊技実行判別手
段と、
　その遊技実行判別手段により所定期間の間、前記遊技媒体を使用して遊技が実行されて
いると判別されている期間に、前記有価価値情報判別手段により判別された有価価値情報
が所定値以上変化しているかを判定することにより、前記貸出要求信号に従って前記払出
手段により払い出された遊技媒体を使用した遊技である貸出遊技が実行されているかを判
定する貸出遊技判定手段と、
　所定の有価価値情報が表示されていると前記有価価値情報判別手段に判別された場合に
、前記貸出遊技判定手段により貸出遊技と異なる遊技が実行されていると判定されたこと
に基づいて、所定の報知を実行する報知手段と、を有し、
　前記所定の報知は、前記外部装置が読み込んでいる前記記憶媒体を遊技者に返却させる
ための操作を示す報知態様で構成されているものであることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
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　従来の遊技機等には、遊技球等の遊技媒体の貸出を行うために、カードやコイン等の媒
体を利用して遊技機に遊技媒体の貸出をさせる貸出用ユニット（カード読取ユニット）を
遊技機に装着させるものが提案されていた。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、かかる遊技機では、貸出用ユニット（カード読取ユニット）側からの指
令により遊技機は遊技媒体を払いだす制御を行うのみであり、遊技機側では、貸出用ユニ
ットの制御を行わない。よって、遊技機としては、遊技者が貸出用ユニットから遊技媒体
を借りて遊技を行っている状態であるかを判別することができず、不正等が行われる虞が
あった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、不正等を抑制
できる遊技機を提供することを目的としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技機外部に設けられる外部装置
が記憶媒体に記憶された有価価値情報を読み込んで、その読み込んだ有価価値情報に対応
して遊技機に対して出力される遊技媒体の貸出を遊技機に要求する貸出要求信号に従って
遊技媒体を払い出す払出手段を有し、前記外部装置が読み込んだ記憶媒体の有価価値情報
に基づいて遊技機に対して出力する外部信号を受信する外部信号受信手段と、その外部信
号受信手段に出力される外部信号の情報に基づいて、前記有価価値情報を判別する有価価
値情報判別手段と、前記遊技媒体を使用して遊技が実行されている状態であるかを判別す
る遊技実行判別手段と、その遊技実行判別手段により所定期間の間、前記遊技媒体を使用
して遊技が実行されていると判別されている期間に、前記有価価値情報判別手段により判
別された有価価値情報が所定値以上変化しているかを判定することにより、前記貸出要求
信号に従って前記払出手段により払い出された遊技媒体を使用した遊技である貸出遊技が
実行されているかを判定する貸出遊技判定手段と、所定の有価価値情報が表示されている
と前記有価価値情報判別手段に判別された場合に、前記貸出遊技判定手段により貸出遊技
と異なる遊技が実行されていると判定されたことに基づいて、所定の報知を実行する報知
手段と、を有し、前記所定の報知は、前記外部装置が読み込んでいる前記記憶媒体を遊技
者に返却させるための操作を示す報知態様で構成されているものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
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　請求項１記載の遊技機によれば、遊技機外部に設けられる外部装置が記憶媒体に記憶さ
れた有価価値情報を読み込んで、その読み込んだ有価価値情報に対応して遊技機に対して
出力される遊技媒体の貸出を遊技機に要求する貸出要求信号に従って遊技媒体を払い出す
払出手段を有し、前記外部装置が読み込んだ記憶媒体の有価価値情報に基づいて遊技機に
対して出力する外部信号を受信する外部信号受信手段と、その外部信号受信手段に出力さ
れる外部信号の情報に基づいて、前記有価価値情報を判別する有価価値情報判別手段と、
前記遊技媒体を使用して遊技が実行されている状態であるかを判別する遊技実行判別手段
と、その遊技実行判別手段により所定期間の間、前記遊技媒体を使用して遊技が実行され
ていると判別されている期間に、前記有価価値情報判別手段により判別された有価価値情
報が所定値以上変化しているかを判定することにより、前記貸出要求信号に従って前記払
出手段により払い出された遊技媒体を使用した遊技である貸出遊技が実行されているかを
判定する貸出遊技判定手段と、所定の有価価値情報が表示されていると前記有価価値情報
判別手段に判別された場合に、前記貸出遊技判定手段により貸出遊技と異なる遊技が実行
されていると判定されたことに基づいて、所定の報知を実行する報知手段と、を有し、前
記所定の報知は、前記外部装置が読み込んでいる前記記憶媒体を遊技者に返却させるため
の操作を示す報知態様で構成されているものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　よって、不正等の不具合を抑制できるという効果がある。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５５０】
１０　　　　　パチンコ機（遊技機）
４１　　　　　残高表示器（外部信号受信手段）
１１１　　　　払出制御装置（払出手段）
Ｓ１０８　　　有価価値情報判別手段
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